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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 4,0364 4,0429 0,16% -2,94% 3,6374 4,1945

対円 JPY 26,93 26,87 -0,22% 4,51% 30,08 25,22

対ユーロ BRL 4,4923 4,4901 -0,05% -2,18% 4,1646 4,6539

対ドル JPY 108,69 108,61 -0,07% 1,44% 104,46 112,40

対ユーロ JPY 120,98 120,62 -0,30% 2,23% 115,87 127,50

Index 107.544 106.986 -0,52% 2,99% 107.959 87.536

bps 125,50 123,05 -1,95% -9,63% 209,52 117,88

% 6,56 6,62 0,91% -7,46% 9,34 6,52

% 4,84 4,82 -0,50% -5,48% 6,69 4,80

% 1,93963 1,93563 -0,21% -8,39% 2,8039 1,9340

Index 177,30 177,71 0,23% 0,29% 189,68 167,38

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日は、米国株式市場が英国の
０７，０００ポイントを超えて最高値を更新した。昨日発表された１０月の
想＋０．０３％）、前年比＋２．７２％（市場予想＋２．６７％）と市場予想を上回り、茲許投資家の米ドル需要減
少もあって、為替は一時４．０６台前半までレアル高が進行した。
そして昨夜、年金改革法案が上院で承認となった（賛成６０票、反対１９票、必要賛成票４９票）。最低年金受
給年齢の引き上げ等によって、１０年間で約８，０００億レアルの公的債務の削減効果（改革無し対比、約２５％
の赤字削減）を見込んでおり、来週に年金改革後の経済パッケージの発表がある予定だ。英国では、
計画を迅速に実現させるために必要な「離脱協定案」を審議する日程の決議が下院で行われ、賛成
３０８票、反対３２２票の反対多数で否決となり、離脱を巡る不透明感が広がった。残り９日間での離脱は暗礁
に乗り上げ、政府は短期の離脱延期も排除しない考えを示している。
ブルームバーグが実施したエコノミスト宛調査では、来年のブラジルの
＋２．０％に低下したが、一部のアナリストは市場の影響を過小評価している可能性を示唆しているのもあり、
先行き予想は全体的に疎らとなっている。緩やかな金融緩和に伴う個人向け貸付の増加や、各種改革の進展
による財政の不確実性リスクの軽減により、今後成長が加速する可能性はあるもののの、依然経済指標は回

祝日前８日は、週末と祝日（護憲革命記念日）に挟まれていた為、ドルレアルは特段大きな動きを見せず、３．
８０～３．８１台で安定推移。ボベスパ指数は今週中に下院にて年金改革法案が承認されるとの楽観的な見方
が先行しており、堅調に推移。米国の利下げ観測に伴い、新興国資産に注目が集まっているが、①メルコスー
ルとＥＵ間の貿易協定の締結、②年金改革法案に伴う財政健全化期待、③２０１８年に上昇したＣＤＳの低下
によって、茲許では特にブラジルに注目が集まっている。

なお、年金改革法案の成立には上院・下院それぞれで２回投票し、５分の３以上の賛成票の確保が必要（上

院：８０議席のうち４９票以上、下院：５１３議席のうち３０８票以上）となっている。まずは下院にて票決を行うが、
Ｒｏｄｒｉｇｏ
の投票スケジュール延期の決議は、本日早朝に投票開始支持３３１人をもって否決され、１回目を本日１０日、
２回目を議会休会前迄に票決を行うスケジュールとなっている。

昨日のボベスパ指数は３日連続の上昇からの利益確定売りに押され、１０７，０００ポイントを下回った。連日の
株高の調整と、英国のEU離脱を巡り先行き不透明感が改めて強まったことで、為替は一時４．００レアルを割る
場面もあったが、４．０４台までレートを戻している。
アルゼンチンでは昨日金融政策金利を６８．００３％に据置いた。また今週末２７日の大統領選を控えて、為替
の変動と外貨準備預金の損失を最小限に抑えるために、昨日より新たな介入手法を取り入れており、SPOT市
場で計４回、３億４，５００万米ドルを売却し、市場に明確なシグナルを送った。ただ、大統領選を控えて連日の
ペソ安進行は依然として止まっておらず、１ドル当たり５９ペソ台での推移となっている。
欧州ではECB理事会が開催され、全会一致で政策を据置いた。ドラギ総裁の記者会見では、経済成長のス
ピードの鈍化が賃金インフレを遅らせていると指摘し、労働市場が力強さを幾分失っているとしたうえで見通し
は「下方向」とした。加えて、「極めて緩和的な金融政策姿勢が長期に亘り必要」とコメントし、１１月より月額２０
０億ユーロの量的緩和を開始し、利上げの少し前まで継続するとを確認した。尚、１１月からはラガルド氏（IMF
専務理事）がECB総裁に就任する予定であり、豊富な政治家としての経験が財政出動など政府との協調に生
きると見られている。


